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2014年度第３四半期 経営成績 金額単位：億円 

2013年度
3Q実績 

2014年度
3Q実績 

前年同期比 2014年度 
増減額 

増減率 
（％） 

従来 
予想＊ 

進捗率
（％） うち 

為替差 

売 上 高 2,845 2,791 △54 79 △1.9 3,660 76.3 

売 上 原 価 781 751 △30 7 △3.9 1,005 74.7 

売 上 総 利 益 2,064 2,040 △24 72 △1.1 2,655 76.9 
販 売 費 及 び 
一 般 管 理 費 1,717 1,812 95 70 5.5 2,455 73.8 

販 売 費 ・ 
一 般 管 理 費 1,228 1,300 73 54 5.9 1,735 74.9 

研 究 開 発 費 490 512 22 16 4.5  720 71.1 

営 業 利 益 347 228 △118 1 △34.2  200 114.1 

経 常 利 益 343 225 △118 △34.4  195 115.4 

四半期 (当期 )純利益 192 190 △2 △0.9  140 135.7 

E B I T D A 552 373 390 

【為替レート】 
2013年度3Q実績： 1$ =  99.4円     1元=16.2円 
2014年度3Q実績： 1$ =106.7円     1元=17.3円 

 ＊業績予想を修正 
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日本セグメントの売上高 

（注） 品目別の売上高はリベート控除前で記載                                  

金額単位：億円 

  2013年度
3Q実績 

2014年度 
3Q実績 

前年同期比 

増減額 増減率 
（％） 

アイミクス 49 91 42 86.5 

アバプロ 94 87 △ 7 △ 7.6 

ロナセン 93 85 △ 8 △ 8.5 

トレリーフ 68 85 17 24.6 

 戦略品 計 304 348 44 14.5 

メトグルコ 117 127 11 9.1 

シュアポスト 12 17 5 43.1 

アムビゾーム 38 34 △ 5 △ 12.4 

ミリプラ 9 7 △ 2 △ 22.8 

リプレガル 77 75 △ 2 △ 2.6 

新製品・スペシャリティ製品 計 253 260 7 2.7 

アムロジン 212 150 △ 62 △ 29.3 

ガスモチン 119 81 △ 38 △ 32.1 

プロレナール 107 82 △ 26 △ 24.0 

メロペン 78 62 △ 16 △ 21.0 

その他 251 224 △ 27 △ 10.8 

合計        1,325 1,206 △ 119 △ 9.0 

2014年度 
従来 
予想＊ 

進捗率
（％） 修正予想 増減額 

128 71.3 128 － 
116 74.7 116 － 
123 69.4 116 △7 
121 70.3 121 － 
488 71.4 481 △7 
171 74.4 171 － 
25 67.8 25 － 
49 68.8 45 △4 
10 71.0 10 － 

100 75.3 100 － 
355 73.3 351 △4 
197 76.2 197 － 
105 77.0 105 － 
105 77.6 105 － 

81 76.2 81 － 
269 83.1 265 △4 

1,600 75.4 1,585 △15 

＊一部製品の売上予想を修正 
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北米・中国セグメントの売上高 
  2013年度 

3Q実績 
2014年度 
3Q実績 

前年 
同期比 
増減額 

2013年度 
3Q実績 

2014年度 
3Q実績 

前年同期比   2014 年度 

増減額 うち 
為替差   従来予想＊ 円ﾍﾞｰｽ 

進捗率 
修正 
予想 増減 

北米セグメント （百万ドル） （億円）   （百万ドル） （億円）  （％） （億円） 

  ラツーダ 289 555 266 287 593 306 41   749 787 75.3 827 40 

  ブロバナ 124 146 23 123 156 34 11   207 218 71.7 215 △3 

  ルネスタ 432 90 △343 429 96 △334 7   88 93 103.0 109 16 

  ゾペネックス 95 64 △31 94 68 △26 5   62 66 103.3 85 19 

  シクレソニド 65 51 △14 65 54 △11 4   54 56 96.6 66 10 

  アプティオム － 15 15 － 16 16 － 35 36 43.9 23 △13 

  工業所有権収入 32 78 47 31 84 52 3   87 91 91.8 95 4 

  その他 33 29 △4 33 31 △2 2   41 43 71.7 40 △3 

合 計 1,070 1,028 △42 1,063 1,097 34 72   1,324 1,390 78.9 1,460 70 

中国セグメント （百万元） （億円）   （百万元） （億円）  （％） （億円） 

  メロペン 409 591 182 66 102 36 6   823 140 72.8 140 － 

  その他 93 122 30 15 21 6 1   159 27 78.2 27 － 

合 計 502 713 212 82 123 42 7   982 167 73.7 167 － 

【為替レート】 
2013年度3Q実績：  1$ =   99.4円    1元=16.2円 
2014年度3Q実績：  1$ = 106.7円    1元=17.3円 

＊一部製品の売上予想を修正 



2014年度業績予想変更の概要 
 売上高： 連結全体で50億円増額 

 日本： 15億円減額 （1,600億円⇒1,585億円）    
 
 
 
 北米： 70億円増額 （1,390億円⇒1,460億円） 

 
 
 

 
 

 中国： 変更なし（167億円） 
 その他： 10億円減額(420億円⇒410億円） 

 費用： 販売費及び一般管理費を40億円増額 （営業利益は変更なし） 
主として円安による増加 

 純利益： 15億円減額 （140億円 ⇒ 125億円） 
法人税率引下げに伴う繰延税金資産取崩しの影響を見込む   

 

品目 従来予想 修正予想 増減 

ロナセン 123億円 116億円 △7億円 

アムビゾーム 49億円 45億円  △4億円 

品目 従来予想 修正予想 増減 

ラツーダ 787億円  827億円 ＋40億円 

ゾペネックス  66億円 85億円  ＋19億円 

ルネスタ 93億円 109億円  ＋16億円 

アプティオム 36億円 23億円 △13億円 
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非定型抗精神病薬「ラツーダ」 

ブロックバスターを目指した適応追加による売上の順調な増加・販売地域の拡大 

米国 
「統合失調症」発売（2011年2月） 
「双極Ⅰ型障害うつ」効能追加 

（2013年6月） 

      カナダ 
「統合失調症」発売（ 2012年9月） 
「双極Ⅰ型障害うつ」効能追加 

（2014年3月） 

日本 
第3相臨床試験実施中 

（統合失調症・双極Ⅰ型障害うつ） 
2015年度に統合失調症申請予定 

中国 
第3相臨床試験実施中 

（統合失調症） 

台湾 
「統合失調症」申請 

（2013年10月） 
生達化学製薬 

      欧州 

武田薬品工業に導出 

「統合失調症」販売許可取得 
（2014年3月） 

    武田薬品欧州子会社より、 
    スイス、ノルウェーで発売済 
    その他各国で順次発売予定 
      

        

 
  

オーストラリア 
「統合失調症」販売許可承認取得 

（2014年3月） 

南米 
第一三共に導出 

ベネズエラで「統合失調症」 
申請（2014年12月） 

 

統合失調症 承認地域 

統合失調症/双極Ⅰ型障害うつ 承認地域 

 

タイ 
香港 

「統合失調症」申請 
DKSH 提携 

 

ロシア 
トルコ 

「統合失調症」申請 
（2014年12月） 

武田薬品欧州子会社 
 
 

北米ラツーダ売上の順調な伸長： 
2014年度修正予想 760百万ドル（期初予想610百万ドル） 

 英国 

2014年8月より 
「統合失調症」 
自社販売開始 
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・固定資産の一部（遊休資産）売却 
 ⇒堀川ビル、西宮寮、高槻社宅、旧大阪総合センター 
 
・生産拠点の再編を決定(鈴鹿と大分の2工場体制へ) 
 ⇒茨木工場の生産機能を鈴鹿工場に統合 
 ⇒愛媛工場の閉鎖 
 
・風土改革（強い会社、強い社員） 
 
・業務の見直しにより、組織数・人員数を適正化 
  ⇒組織数（10部門減）、人員数（ 連結：285名減、単体：262名減） 
   ※２０１３年４月⇒２０１４年１２月末現在 
  ⇒希望退職は募らず、新規採用調整等により段階的に人員を適正化 
  ⇒セカンドライフ支援制度(2013年度より導入） 
 

基盤強化プロジェクト 
基盤強化プロジェクトの着実な進行による経営の筋肉質化 

 事業環境の変化に機動的に対応できる強固な事業運営体制の確立に
向けて、引き続き経営効率を追求し、筋肉質な企業体質への変革を図る。 
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ラツーダ特許切れ対策 

（億円） 

新規導入・M&Aに
よる上乗せを検討 

【主な上市品目】  

 北米：  BBI608、BBI503、SUN-101、SEP-225289、SB623等 

 国内：  BBI608、BBI503、 ルラシドン、ラニレスタット、DSP-1747等  

ラツーダ特許切れ 

2014年度 2019年度 

：売上高 

：営業利益 

：研究開発費 

研究開発投資の拡大 

ラツーダ特許切れによる売上減少カバーとその後の確固たる成長に向けた研究開発投資の拡大 

           ●北米・日本で後期開発品を中心に開発加速 

           ●新規導入・M&Aを積極的に推進 



製品上市計画 

国内 

米国 

中国 

英国 

国内 

海外 

：精神神経領域 ：がん領域 ：糖尿病領域 ：呼吸器領域 ：肝臓／消化器領域 新有効成分 適応症等追加 

2016年度～2017年度 2018年度～2021年度 （一部） 2014年度～2015年度 

SM-13496 <ルラシドン塩酸塩> 
（統合失調症）  

AS-3201 <ラニレスタット＞ 
（糖尿病合併症（神経障害））  

BBI608 
（結腸直腸がん等）  

BBI503 
（固形がん）  

EPI-743 
（リー脳症）  

SB623 SUN-101 <グリコピロニウム臭化物> 
（慢性閉塞性肺疾患）  BBI503 

（固形がん）  

SM-13496 <ルラシドン塩酸塩> 
（統合失調症）  

SM-13496 <ルラシドン塩酸塩> 
（双極性障害）  

シュアポストⓇ <レパグリニド> 
（2型糖尿病／DPP-4阻害剤併用）  

ラツーダ <ルラシドン塩酸塩> 
（双極性障害メンテナンス）  

BBI608 
（結腸直腸がん等）  

ロナセン  <ブロナンセリン> 
（統合失調症）  

カルセド <アムルビシン塩酸塩> 
（小細胞肺がん）  

DSP-2230 
（神経障害性疼痛）  

SEP-225289 <dasotraline> 
（注意欠如・多動症）  

SEP-363856 
（統合失調症）  

WT2725 
（固形がん、血液がん）  

iPS細胞由来RPE細胞 
（加齢黄斑変性）  

WT4869 
（血液がん、固形がん）  

DSP-1747 <obeticholic acid＞ 
（非アルコール性脂肪肝炎）  

DSP-6952 
（便秘型IBS／慢性便秘）  

ロナセンⓇ  <ブロナンセリン> 
（統合失調症／経皮吸収製剤）  

BBI608 
（胃がん、食道胃接合部腺がん）  

BBI608 
（胃がん、食道胃接合部腺がん）  

SM-13496 <ルラシドン塩酸塩> 
（双極Ⅰ型障害うつ）  

（慢性期脳梗塞）  （てんかん／単剤）  
アプティオム<eslicarbazepine acetate> 

がん領域、精神神経領域を中心とした事業転換 
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*1：卵巣がん、乳がん、非小細胞肺がん、メラノーマ等 
*2：FOLFOX（フルオロウラシル、ロイコボリン、オキサリプラチンの併用）、CAPOX（カペシタビン、オキサリプラチンの併用）、FOLFIRI
（フルオロウラシル、ロイコボリン、イリノテカンの併用）                                                                              
*3：卵巣がん、乳がん、非小細胞肺がん、メラノーマ等    

BBI608・BBI503研究開発 

胃がん、食道胃接合部腺がんに対するパクリタキセルとの併用Ph3試験を始め、各がん種の開発を進める 

開発 
品目 

開発 
段階 予定適応症 開発地域 併用薬 試験名 試験開始

時期 

BBI608 

Ph3 胃がん、食道胃接合部腺がん（併用） 米国・カナダ・日本等  パクリタキセル BBI608-336 
(BRIGHTER) 2014年1Q 

Ph2 
結腸直腸がん（併用） 米国・カナダ セツキシマブ、パニツムマブ 

またはカペシタビン BBI608-224 2012年1Q 

固形がん*1（併用） 米国・カナダ パクリタキセル BBI608-201 2013年2Q 

Ph1 

消化器がん（併用） 米国・カナダ 
FOLFOX*2、FOLFOX*2+ベバシ
ズマブ、CAPOX*2、FOLFIRI*2、
FOLFIRI*2+ベバシズマブ、また

はレゴラフェニブ 

BBI608-246 2013年4Q 

肝細胞がん（併用） 米国 ソラフェニブ BBIHCC-103 2014年3Q 

膵がん（併用） 米国 ゲムシタビンおよび 
ナブパクリタキセル BBI608-118 2014年3Q 

膠芽腫（併用） カナダ テモゾロミド BBI608-251 2014年4Q 

悪性胸膜中皮腫（併用） 日本 シスプラチンおよびペメトレセド D8807005 2014年4Q 

血液がん（単剤／併用） 米国 デキサメタゾン BBI608-103HEME 2014年4Q 

肝細胞がん（併用） 日本 ソラフェニブ D8808001 2014年4Q 

BBI503 
Ph2 

固形がん*3（単剤） 米国・カナダ  － BBI503-101 2012年1Q 

腎細胞がん、尿路上皮がん、肝細胞がん、
胆管がん、消化管間質腫瘍（いずれも単剤） 

カナダ － BBI503-
205a,205b,205c 2014年2Q 

Ph1 
肝細胞がん（併用） 米国 ソラフェニブ BBIHCC-103 2014年3Q 

固形がん（単剤）、肝細胞がん（併用） 日本 ソラフェニブ DA101003 2015年1Q 

※赤字：昨年10月から変更点 
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 初期臨床段階の新薬候補化合物や先端技術 に関する提携、後期臨床段階にある新薬候補

化合物 の導入や、 Ｍ＆Ａ に取り組む。 

導入・提携の推進 
今後の成長に向け、自社創薬に加えて、導入や提携を強化・推進 

【導出入・提携の推進のための新組織設置】 

 ①オープンイノベーション開発室 （2014年12月～） 
  ⇒初期臨床段階までの新薬候補化合物や最先端技術に関する情報収集・評価を行い、 

    初期臨床段階までの化合物の導入や提携などを推進 

 ②ビジネスディベロップメント部 （2014年12月～） 
  ⇒当社グループ医薬事業のグローバルにおけるＭ＆Ａ、導出入、提携に関する機能を 

    担います。当社および米国子会社のサノビオン社の一体運営体制を構築し、 

    Head of Global Business Developmentを米国に設置 

京都大学 
京都大学iPS細胞研究所 

慶應義塾大学 
理化学研究所 

サンバイオ社 
Edison社 
ヘリオス社 

ベンチャーファンドへの出資 
  （ Remiges Ventures） 

 

【アカデミア】 【ベンチャー】 
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将来予測に関する注意事項 

  この資料に含まれる将来の予測に関する事項は、発表日現在において入

手可能な情報による当社の仮定および判断に基づくものであり、既知または

未知のリスクおよび不確実性が内在しております。 

 したがって、実際の業績、開発見通し等は今後さまざまな要因によって大き

く異なる結果となる可能性があることをご承知おき願います。 

 医薬品（開発中のものを含む）に関する情報が含まれておりますが、その内

容は宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。 
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